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４
日
（
火
）
は
台
風
２
１
号
が
駆
け

抜
け
、
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
強
風
に

改
め
て
怖
さ
を
覚
え
ま
し
た
。
み
な
さ

ん
、
被
害
は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

瞬
間
最
大
風
速
は
５
７
・
４
ｍ
。
家

に
い
ま
し
た
が
地
震
以
外
で
マ
ン
シ
ョ

ン
が
揺
れ
た
の
は
初
め
て
で
し
た
。
午

後
３
時
ご
ろ
か
ら
停
電
。
マ
ン
シ
ョ
ン

は
電
気
で
水
を
上
に
あ
げ
て
い
る
た
め

電
気
が
止
ま
る
と
水
も
出
な
く
な
り
ま

す
。
頭
で
は
わ
か
っ
て
い
た

も
の
の
何
の
手
立
て
も
取
っ

て
お
ら
ず
、
恥
ず
か
し
な
が

ら
水
の
な
い
状
況
に
陥
り
ま

し
た
。
冷
蔵
庫
の
中
身
を
早

く
使
う
た
め
に
煮
よ
う
と
思
っ

て
も
水
が
な
い
。
お
皿
を
使
っ

て
も
洗
え
な
い
。
手
も
洗
え

な
い
。
顔
も
洗
え
ず
う
が
い

も
で
き
な
い
。
も
ち
ろ
ん
ト

イ
レ
も
流
せ
な
い
。
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
は
動
か
ず
７
階
ま
で
階
段
で
上
り

下
り
。
さ
ら
に
機
械
式
の
駐
車
場
か
ら

車
を
出
す
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。

停
電
が
ど
の
く
ら
い
で
解
消
す
る
か
、

見
通
し
は
ど
う
か
と

い
う
情
報
が
全
く
な

い
こ
と
で
不
安
や
疲

労
感
が
増
す
よ
う
に

思
い
ま
す
。

みち子のひとりごと

水がない！

8月27日～29日、地震等災害対策

特別委員会の視察で大分県日田市と大

分大学へ行きました。
日田市では、昨年7月の豪雨の際の

様子や対応などお聞きしました。家に

住めなくなった人へは、仮設住宅を建
てるのでなく、市内の空き家などを活

用して、いち早く住宅で暮らせるよう

にしたそうです。

大分大学の研究センターでは、実際

に消防の仕事に長く携わり、東日本大

震災の際にはいち早く現場に駆けつけ
救援活動に取り組み、現在所長をされ

ている方のお話を伺いました。

いかに被害を最小限にとどめるか、
減災の観点での活動、また被災後の復

興を見通したまちづくりを災害前から

考えていくことに取り組んでいるとい

うお話にとても現実的だと感じました。
また、台風などは来ることが予測さ

れ、自治体も避難準備情報などを出し

ているが、住民がその情報でどう判断
し行動するのかが問われる、命を守る

ための行動を、とのお話に、西日本豪

雨で、胸まで水につかって避難し助かっ

た方の「こんなことになるとは思わな
かった」という言葉を思い出しました。

自分の家だけ避難するのはしにくい

ものがあります。お隣どうし声をかけ

あって避難するように、というお話も
ありました。

地震等災害対策特別委員会視察

大分県日田市/大分大学減災・復興デザイン教育研究センター

山崩れの現場です。奥の方全体が崩れて
います。右下に小さく見えるのが作業用
のキャタピラのついたトラックです。山
崩れの大きさに比べトラックの小さいこ
と。自然の脅威を感じました。
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台
風
２
１
号
に
よ
る
被
害
が
あ
ち

こ
ち
で
出
て
い
ま
す
が
、
み
な
さ
ん

の
所
は
大
丈
夫
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。

台
風
が
来
る
前
か
ら
、
今
回
の
は

強
力
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

私
も
油
断
し
て
い
ま
し
た
。

自
然
の
パ
ワ
ー
は
凄
ま
じ
い
と
改

め
て
認
識
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

近
年
、
日
本
の
ど
こ
か
で
毎
年
の

よ
う
に
豪
雨
災
害
が
起
こ
っ
て
い
ま

す
。

め
っ
た
に
は
来
な
い
こ
の
強
力
な

ク
ラ
ス
の
台
風
も
、
地
球
温
暖
化
に

よ
っ
て
、
毎
年
、
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し

た
も
の
が
来
る
よ
う
に
な
る
か
も
知

れ
ま
せ
ん
。

な
に
か
根
本
的
に
解
決
す
る
よ
う

な
取
り
組
み
が
い
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
来
週
の
ぶ
ど
う
狩
り
バ

ス
ツ
ア
ー
の
日
は
、
お
天
気
ど
う
な

の
で
し
ょ
う
ね
。

こ
ん
に
ち
は井

本
ゆ
う
い
ち
で
す

「ヒバクシャ国際署名」宣伝行動
および

政府に核兵器禁止条約への
参加を求める宣伝行動

９月２６日（木）
午前１１時～１２時
ＪＲ和歌山駅前

チラシを配布し、「ヒバクシャ国際署
名」を集めます。核兵器のない平和な
世界を実現させたいと願っている団体・
個人の方の参加をお待ちしています。
短時間でも結構です。みんなで動きま
しょう!!

原水爆禁止和歌山県協議会（424-6533）

命の限りたたかい続け

た翁長雄志知事の死去か

ら３週間。ついに待ちに

待った瞬間が訪れました。投票まで１カ

月を切った沖縄県知事選。「オール沖縄」

の国会議員、玉城デニー氏の出馬表明で

す▼「しっかりと翁長知事の遺志を引き

継ぎ、辺野古新基地阻止を貫徹する」。

２９日の記者会見でこう宣言した玉城氏。

昨年秋の総選挙では、「辺野古新基地阻

止」の公約が貫けないおそれもあるとし

て無所属で出馬し、沖縄３区で圧勝しま

した▼民意に寄り添い、公約を貫く姿勢

は証明済みです。翁長氏の親書を携えて

単独訪米し、上下両院議員に辺野古断念

を訴えるなど、翁長県政を支えてきた玉

城氏は最良・最適・最強の後継者です▼

玉城氏が会見で強調したのは、新知事の

在任中に本土復帰５０年を迎える「新し

い沖縄」の姿です。女性や子ども、若者

に力を注ぎ、沖縄の文化・芸能を世界に

発信すると力説します。翁長県政の実績

に加え、地元でラジオパーソナリティー

など、タレントとして活動してきた玉城

氏ならではの政策を期待したい▼県知事

選は、辺野古新基地阻止を掲げる「オー

ル沖縄」の玉城氏と、辺野古新基地強行

の安倍政権・自公維が推す佐喜真淳氏と

の、事実上の一騎打ちとなりました▼許

せないのは、佐喜真氏が自らを翁長氏の

後継であるかのように描いていることで

す。何を勘違いしているのかと思います

が、そういうのなら、辺野古新基地の是

非を早く明らかにして、玉城氏との公開

討論からも逃げず、正々堂々、たたかう

べきです。

潮流
2018･8･31

沖縄の基地の問題は、沖縄だけの問題では
ありません。辺野古への新基地建設は沖縄
に新たな負担を増やすだけです。新基地建
設阻止のために、ご協力をお願いします。
お知り合いがいましたら玉城さんへの支持
をお願いしてください。募金は、連絡いた
だければ受け取りにまいります。

（松坂 ０９０-１７０２－７３１０）


